
　　①　鉄道駅を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和5年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　
　　　　　　　 
　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

対象となる鉄
道駅

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

枚方市駅 枚方市駅３・４番線にホームドアを新設する 計画の通り実施済み

　　②　鉄道駅を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で定める基準
　　　を遵守するために必要な措置

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

適切な役務の
提供

乗務員や駅係員等を対象に、研修会等を通じて、バリアフ
リー関連の施設・設備等の操作方法や接遇方法を習得す
る。（継続実施）

計画の通り実施済み

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

お客さまへの
サポート体制
強化

通話システム
の設置

係員が不在となる駅であっても、お客さまから事前または
インターフォンで連絡があれば、最寄りの駅から速やかに
係員を派遣する体制を整えている。　　　　（継続実施）

駅の改札口に「スマホでインターホン」を設置し、お客さ
まがお持ちのスマートフォンで駅係員と音声通話ができる
ようにするほか、耳の聞えづらいお客さまが、ビデオ通話
や文字によるチャット形式の対話ができるようにする。

計画の通り実施済み

計画の通り実施済み

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

誘導案内設備
の整備

駅構内及びトイレの案内触知板・音声誘導装置、点字手摺
等の案内設備を設置する

計画の通り実施済み
＜駅・トイレ触知案
内板(7箇所)、駅・
トイレ音声案内(3箇
所)、点字手摺(3箇
所)＞



　（３）報告書の公表方法

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

接遇研修の実
施

障害者や高齢者等の方が安心して列車乗降できるよう、駅
係員を対象に接遇・介助研修を実施する。　（継続実施）

計画の通り実施済み

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての鉄道駅の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅および車内
での啓発

駅の障害者用トイレや車両の優先座席、車椅子スペース等
の適正利用について、駅や車内にて放送を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継続実施）

計画の通り実施済み

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

沿線自治体等が開催するバリアフリー関連の会議に出席し、必要な事項について社内で情報共有
を図った。

弊社ホームページにより公表

　（４）その他

―



第2号様式（日本工業規格A列4番）
移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和５年度）

（役職名及び氏名）

Ⅰ．鉄道駅の移動等円滑化の達成状況（鉄道駅ごとに記入）
（令和６年3月31日現在）

鉄道事業
者名

共
用
駅

プ ラ ッ ト
ホームの
数

段差が解
消されて
い る プ
ラ ッ ト
ホームの
数

都 道 府
県

23区・郡
・市

町・村
・区

京阪電気鉄道株式会社中之島 駅 中之島 線 大阪府 大阪市 北区 7,133 人 ○ ○ 1 1 3 (3) 基 5 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

京阪電気鉄道株式会社渡辺橋 駅 中之島 線 大阪府 大阪市 北区 6,792 人 ○ ○ 1 1 2 (2) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

京阪電気鉄道株式会社大江橋 駅 中之島 線 大阪府 大阪市 北区 3,423 人 ○ ○ 1 1 3 (3) 基 7 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

京阪電気鉄道株式会社なにわ橋 駅 中之島 線 大阪府 大阪市 北区 1,935 人  ○－ ○ ○ 1 1 3 (3) 基 8 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

京阪電気鉄道株式会社淀屋橋 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 中央区 81,442 人 ○ 1 1 1 (1) 基 3 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社北浜 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 中央区 27,391 人 ○ 1 1 1 (1) 基 1 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社天満橋 駅 京阪本、中之島 線 大阪府 大阪市 中央区 41,460 人 ○ 3 3 4 (4) 基 4 基 基 3 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 3 ○

京阪電気鉄道株式会社京橋 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 都島区 129,938 人 ○ 2 2 4 (4) 基 18 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社野江 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 城東区 10,496 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社関目 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 城東区 9,856 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社森小路 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 旭区 6,977 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社千林 駅 京阪本 線 大阪府 大阪市 旭区 6,233 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社滝井 駅 京阪本 線 大阪府 守口市 4,554 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社土居 駅 京阪本 線 大阪府 守口市 4,138 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社守口市 駅 京阪本 線 大阪府 守口市 27,063 人 ○ 2 2 3 (3) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社西三荘 駅 京阪本 線 大阪府 門真市 12,315 人  ○－ ○ 2 2 3 (3) 基 2 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社門真市 駅 京阪本 線 大阪府 門真市 25,044 人  ○－ ○ 2 2 3 (3) 基 6 基 基 3 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社古川橋 駅 京阪本 線 大阪府 門真市 15,806 人  ○－ ○ 2 2 3 (3) 基 3 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社大和田 駅 京阪本 線 大阪府 門真市 15,058 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社萱島 駅 京阪本 線 大阪府 寝屋川市 20,921 人 ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社寝屋川市 駅 京阪本 線 大阪府 寝屋川市 46,297 人 ○ 2 2 3 (3) 基 9 基 基 3 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社香里園 駅 京阪本 線 大阪府 寝屋川市 44,082 人 ○ 2 2 3 (3) 基 6 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社光善寺 駅 京阪本 線 大阪府 枚方市 15,236 人  ○－ ○ 2 2 4 (4) 基 5 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社枚方公園 駅 京阪本 線 大阪府 枚方市 15,618 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社枚方市 駅 京阪本、交野 線 大阪府 枚方市 70,819 人 ○ 3 3 4 (4) 基 7 基 基 3 箇所 ○ ○ ○ ○ 3

京阪電気鉄道株式会社御殿山 駅 京阪本 線 大阪府 枚方市 10,078 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社牧野 駅 京阪本 線 大阪府 枚方市 16,761 人  ○－ ○ 2 2 3 (3) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社樟葉 駅 京阪本 線 大阪府 枚方市 47,388 人 ○ 2 2 2 (2) 基 3 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社橋本 駅 京阪本 線 京都府 八幡市 4,034 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ × ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
石清水八
幡宮

駅 京阪本 線 京都府 八幡市 7,086 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社淀 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 13,802 人  ○－ ○ ○ 2 2 4 (4) 基 3 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社中書島 駅 京阪本、宇治 線 京都府 京都市 伏見区 11,384 人 ○ 3 3 4 (4) 基 3 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 3 ○

京阪電気鉄道株式会社伏見桃山 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 8,632 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社丹波橋 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 39,065 人 ○ 2 2 3 (3) 基 4 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社墨染 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 6,548 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ × ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社藤森 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 10,826 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社
龍谷大前
深草

駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 8,123 人 ○ ○ 2 2 4 (4) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社伏見稲荷 駅 京阪本 線 京都府 京都市 伏見区 12,708 人  ○－ ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社鳥羽街道 駅 京阪本 線 京都府 京都市 東山区 2,865 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社東福寺 駅 京阪本 線 京都府 京都市 東山区 14,896 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社七条 駅 京阪本 線 京都府 京都市 東山区 13,242 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社清水五条 駅 京阪本 線 京都府 京都市 東山区 9,782 人 ○ 1 1 2 (2) 基 4 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社祇園四条 駅 京阪本 線 京都府 京都市 東山区 46,778 人 ○ 1 1 2 (2) 基 4 基 基 4 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社三条 駅 京阪本、鴨東 線 京都府 京都市 東山区 32,953 人 ○ 2 2 2 (2) 基 17 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
神宮丸太
町

駅 鴨東 線 京都府 京都市 左京区 6,699 人 ○ 1 1 2 (2) 基 4 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社出町柳 駅 鴨東 線 京都府 京都市 左京区 32,140 人 ○ 1 1 2 (2) 基 7 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社宮之阪 駅 交野 線 大阪府 枚方市 4,517 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 1 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社星ケ丘 駅 交野 線 大阪府 枚方市 3,667 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社村野 駅 交野 線 大阪府 枚方市 3,973 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社郡津 駅 交野 線 大阪府 交野市 4,881 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社交野市 駅 交野 線 大阪府 交野市 7,494 人  ○－ ○ 2 2 3 (3) 基 3 基 基 1 箇所 ○ × ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社河内森 駅 交野 線 大阪府 交野市 7,411 人 ○ ○ 2 2 3 (3) 基 3 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社私市 駅 交野 線 大阪府 交野市 2,066 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 ○ × ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社観月橋 駅 宇治 線 京都府 京都市 伏見区 3,359 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ × ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社桃山南口 駅 宇治 線 京都府 京都市 伏見区 4,035 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社六地蔵 駅 宇治 線 京都府 京都市 伏見区 7,537 人  ○－ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社木幡 駅 宇治 線 京都府 宇治市 4,084 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社黄檗 駅 宇治 線 京都府 宇治市 4,094 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社三室戸 駅 宇治 線 京都府 宇治市 3,399 人 ○ 1 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社宇治 駅 宇治 線 京都府 宇治市 4,603 人  ○－ ○ 1 1 2 (2) 基 2 基 基 1 (1) 箇所 ○ × ○ ○ 1

京阪電気鉄道株式会社
ケーブル
八幡宮口

駅 鋼索 線 京都府 八幡市 838 人  ○－ 2 基 基 基 箇所 × ○ ○

京阪電気鉄道株式会社
ケーブル
八幡宮山
上

駅 鋼索 線 京都府 八幡市 838 人  ○－ 2 基 基 基 箇所 － ○ － ○

（合計） 46 46 駅 32 0 駅 0 駅 43 39 駅
62 駅 40 駅 7 駅 58 駅 115 108 ### (117) 基 ### 0 基 0 基 75 (58) 箇所 8 駅 60 駅 54 駅 62 駅 61 駅 60 駅 33 駅

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

車いす使
用者の円
滑な乗降
が可能な
プラット
ホームの
数

転落防止
のための
設備の設
置の有無

大阪府大阪市中央区大手前1丁目7番31号
京阪電気鉄道株式会社
代表取締役社長　　平川　良浩

住 所
事 業 者 名
代 表 者 名

障害者対
応型便所
の設置の
有 無

公共交通
移動等円
滑化基準
省令適合
の 有 無

段差への
対 応

エ レ ベ ー
タ ー の 設 置
基 数

エスカレー
ターの設置
基 数

そ の 他 の
昇 降 機 の
設 置 基 数

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

鉄 道 駅 の
名 称

路 線 名 所在都道府
県市町村

一日当た り
の利用者数

有 人 駅 、
無人駅の
別



〇

　　　　　　　 

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和5年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が３万人以上の鉄道駅を設置又は管理してい
　　　る。

（２）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が3000人以上３万人未満の鉄道駅を設置又は
　　　管理していて、かつ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
　　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。

　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。



（第２号様式）

注１．複数の路線が乗り入れる鉄道駅は１鉄道駅として計上し、路線名の欄に当該複数の路線名を記入すること。

　２．有人駅、無人駅の別の欄には、当該鉄道駅が無人駅である場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入
　　すること。

　14．障害者対応型改札口の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に改札口が設置されていない場合は―印を、改札口が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型改札口（公共交通移動等円滑化基準省令第19条の基準に適合するものをいう。以下同じ
　　。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型改札口が設置されている場合は○印を記入し、（合計）には、○
　　印の合計数を記入すること。

　３．公共交通移動等円滑化基準省令適合の有無の欄には、当該鉄道駅が公共交通移動等円滑化基準省令の全ての基準に適
　　合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　４．段差への対応の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第４条及び第18条の２の基準に適合している場合に○印を記
　　入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　５．プラットホームの数の欄には、当該鉄道駅に設置されているプラットホームの総数を記入し、（合計）には、その合
　　計数を記入すること。

　６．段差が解消されているプラットホームの数の欄には、鉄道駅の出入口とそれぞれのプラットホームとの間の経路の段
　　差が解消されているプラットホームの数を記入し、（合計）には、その合計数を記入すること。

　７．エレベーターの設置基数の欄には、当該鉄道駅に設置されたエレベーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、公共
　　交通移動等円滑化基準省令第４条第７項の基準に適合するエレベーターの設置基数を記入し、（合計）には、それぞれ
　　の合計数を記入すること。

　８．エスカレーターの設置基数の欄には、当該鉄道駅に設置されたエスカレーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、
　　公共交通移動等円滑化基準省令第４条第９項の基準に適合するエスカレーターの設置基数を記入し、（合計）には、そ
　　れぞれの合計数を記入すること。

　９．その他の昇降機の設置基数の欄には、エレベーター及びエスカレーター以外の昇降機の設置基数を記入し、（合計）
　　には、その合計数を記入すること。

　10．傾斜路の設置箇所数の欄には、当該鉄道駅に設置された傾斜路の総数を記入し、同欄の括弧内には、公共交通移動等
　　円滑化基準省令第４条第６項及び第６条の基準に適合する傾斜路の数を記入し、（合計）には、それぞれの合計数を記
　　入すること。

　11．視覚障害者誘導用ブロックの設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第９条の基準に適合している場合
　　に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　12．案内設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第10条から第12条までの基準に適合している場合に
　　○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　13．障害者対応型便所の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に便所が設置されていない場合は―印を、便所が設置されてお
　　り、かつ、障害者対応型便所（公共交通移動等円滑化基準省令第13条第２項の基準に適合するものをいう。第10号、第
　　12号、第22号及び第24号様式を除き以下同じ。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型便所が設置されてい
　　る場合は○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　15. 障害者対応型券売機の設置の有無の欄には、当該鉄道駅に券売機が設置されていない場合は―印を、券売機が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型券売機（公共交通移動等円滑化基準省令第17条の基準に適合するものをいう。以下同じ
　　。）が設置されていない場合は×印を、障害者対応型券売機が設置されている場合は○印を記入し、（合計）には、○
　　印の合計数を記入すること。

　16. 車椅子使用者の円滑な乗降が可能なプラットホームの数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第20条第１項第１
　　号から第３号までの基準に適合しているプラットホームの数を記入し、（合計）には、その合計数を記入すること。

　17．転落防止のための設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第20条第１項第６号から第８号までの
　　基準に適合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　18．Ⅲについては、該当する場合には右の欄に○印を記入すること。　

  19．「中小企業者」とは、資本金の額が３億円以下又は従業員数が300人以下である民間事業者を指す。

　20．「大企業者」とは、中小企業者以外の民間事業者を指す。



対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

―

　　①　鉄道車両を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

第３号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道車両）

（令和５年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　
　　　　　　　 
　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

対象となる鉄道
車両

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

13000系車両

7000系車両

バリアフリーに対応した13000系車両を導入する。
                                    （～2024年度）

7000系車両（1編成）のリニューアル工事（バリアフリー
化）を実施する。

計画の通り実施中

計画の通り実施済み

　　②　鉄道車両を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で
      定める基準を遵守するために必要な措置

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

― ―

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

― ―

車内案内表示装
置の設置

車両のリニューアル工事（7000系車両1編成）において車
内案内表示装置を設置する。

計画の通り実施済み

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

―



　（３）報告書の公表方法

　（４）その他

特になし

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

沿線自治体等が開催するバリアフリー関連の会議に出席し、必要な事項について社内で情報共有
を図った。

弊社ホームページに掲載

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策

― ― ―

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

― ― ―

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮
　　　についての鉄道車両の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況



（令和5年度）

Ⅱ．鉄道車両の移動等円滑化の達成状況

（令和6年3月31日現在）

鉄道の種類

普通鉄道（その他） 87

607
編成
（両）

51

366
編成
（両）

61 編成 0 編成 0 編成 51 編成 87 編成

鋼索鉄道 2

2
編成
（両）

0

0
編成
（両）

0 編成 0 編成 0 編成 0 編成 0 編成

（合計）
89

609
編成
（両）

51

366
編成
（両）

61 編成 0 編成 0 編成 51 編成 87 編成

案内装置のある
編成数

車両間転落防止
設備のある編成

数

事業の用に供し
ている編成数
（両）

公共交通移動等円
滑化基準省令に
適合した編成数

（両）

車椅子スペースの
数が公共交通移
動等円滑化基準
省令の規定を満た
している編成数

便所のある編成
数

便所のある編成
の

うち車いす対応型
便所のある編成

数



〇

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が1000万人以上である。

（２）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が100万人以上1000万人未満であり、か
　　　つ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
  　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。



（第３号様式）

　８．「中小企業者」とは、資本金の額が３億円以下又は従業員数が300人以下である民間事業者を指す。

　９．「大企業者」とは、中小企業者以外の民間事業者を指す。

注１．鉄道の種類の欄には、新幹線鉄道、普通鉄道（特急等車両）、普通鉄道（その他）、懸垂式鉄道、跨座式鉄道、案内
　　軌条式鉄道、無軌条電車、鋼索鉄道又は浮上式鉄道の別を記入すること。

　４．公共交通移動等円滑化基準省令に適合した編成数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令の全ての基準に適合して
　　いる編成の数を記入すること。

　５．車椅子スペースの数が公共交通移動等円滑化基準省令の規定を満たしている編成数の欄、便所のある編成のうち車椅
　　子対応型便所のある編成数の欄及び案内設備のある編成数の欄には、それぞれ公共交通移動等円滑化基準省令第32条第
　　１項（新幹線鉄道を除く）、第２項（新幹線鉄道のみ）、第５項及び第７項の基準に適合している編成の数を記入する
　　こと。

　６．車両間転落防止設備のある編成数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第33条第１項の基準に適合している編成
　　の数を記入すること。

　７．Ⅲについては、該当する場合には右の欄に○印を記入すること。

　３．「特急等車両」とは、鉄道事業法施行規則第32条第1項に規定する特別急行料金等を適用する車両として運用される比
　　率が多い車両を指す。

　２．「新幹線鉄道」とは、全国新幹線鉄道整備法（昭和45年法律第71号）第2条に規定する新幹線鉄道の用に供する車両を
　　指す。



　　①　軌道停留場を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

第４号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（軌道停留場）

（令和5年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　
　　　　　　　 
　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

対象となる軌
道停留場

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

― ― ―

　　②　軌道停留場を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で定める
　　　基準を遵守するために必要な措置

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

適切な役務の
提供

乗務員や駅係員等を対象に、研修会等を通じて、バリアフ
リー関連の施設・設備等の操作方法や接遇方法を習得す
る。                                    （継続実施）

計画の通り実施済み

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

― ― ―

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

― ― ―

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

接遇研修の実
施

障害者や高齢者等の方が安心して列車乗降できるよう、駅
係員を対象に接遇・介助研修を実施する。　（継続実施）

計画の通り実施済み



　（３）報告書の公表方法

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての軌道停留場の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅および車内
での啓発

駅の障害者用トイレや車両の優先座席、車椅子スペース等
の適正利用について、駅や車内にて放送を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継続実施）

計画の通り実施済み

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

沿線自治体等が開催するバリアフリー関連の会議に出席し、必要な事項について社内で情報共有
を図った。

弊社ホームページに掲載

　（４）その他

―



第4号様式（日本工業規格A列4番）
移動等円滑化取組報告書（軌道停留場）

（令和５年度）

大 阪
京 阪

（役職名及び氏名）代 表

Ⅰ．軌道停留場の移動等円滑化の達成状況（軌道停留場ごとに記入）
（令和６年3月31日現在）

鉄道事業
者名

共
用
駅

プ ラ ッ ト
ホームの
数

段差が解
消されて
い る プ
ラ ッ ト
ホームの
数

都 道 府
県

23区・郡
・市

町・村
・区

京阪電気鉄道株式会社○ 御陵 停留場
京津、京都市営地
下鉄東西

線 京都府 京都市 山科区 5,144 人 ○ 2 2 2 (2) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ × ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社京阪山科 停留場 京津 線 京都府 京都市 山科区 3,149 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 × ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社四宮 停留場 京津 線 京都府 京都市 山科区 1,843 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 × ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社追分 停留場 京津 線 滋賀県 大津市 1,244 人 ○ 2 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社大谷 停留場 京津 線 滋賀県 大津市 192 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社上栄町 停留場 京津 線 滋賀県 大津市 1,267 人  ○－ 2 1 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社石山寺 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,937 人  ○－ 3 1 基 基 基 3 (1) 箇所 × ○ ○ 3

京阪電気鉄道株式会社唐橋前 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,882 人 ○ 2 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社京阪石山 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 6,359 人  ○－ ○ 1 1 1 (1) 基 1 基 基 箇所 ○ × ○ ○ 1 ○

京阪電気鉄道株式会社粟津 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,170 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社瓦ケ浜 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,197 人 ○ 2 基 基 基 箇所 ○ － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社中ノ庄 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,176 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社膳所本町 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 2,576 人  ○－ 2 基 基 基 箇所 － ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社錦 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,651 人  ○－ 2 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社京阪膳所 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 5,823 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ － ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社石場 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 2,575 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社島ノ関 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,833 人 ○ 2 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
びわ湖浜
大津

停留場 石山坂本、京津 線 滋賀県 大津市 4,709 人 ○ 1 1 1 (1) 基 1 基 基 1 (1) 箇所 ○ × ○ ○

京阪電気鉄道株式会社三井寺 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,333 人 ○ 2 基 基 基 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
大津市役
所前

停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 2,533 人  ○－ 2 1 基 基 基 2 箇所 － ○ ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
京阪大津
京

停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 5,402 人  ○－ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ － ○ ○ 2 ○

京阪電気鉄道株式会社
近江神宮
前

停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,066 人 ○ 2 1 基 基 基 1 箇所 × － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社南滋賀 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,807 人 ○ 2 1 基 基 基 1 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社滋賀里 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,877 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社穴太 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 774 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社松ノ馬場 停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 1,311 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 箇所 － － ○ 2

京阪電気鉄道株式会社
坂本比叡
山口

停留場 石山坂本 線 滋賀県 大津市 2,451 人  ○－ ○ 1 1 基 基 基 箇所 × ○ ○ 1

（合計） 3 3 停留場 3 0 停留場 0 停留場 16 6 停留場

27 停留場 25 停留場 3 停留場 10 停留場 52 22 4 (4) 基 8 0 基 0 基 30 (10) 箇所 5 停留場 2 停留場 0 停留場 11 停留場 27 停留場 26 停留場 4 停留場

公共交通
移動等円
滑化基準
省令適合
の 有 無

段差への
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エ レ ベ ー
ターの設置
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ターの設置
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車いす使
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が可能な
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数

転落防止
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設備の設
置の有無

住 所
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応型便所
の設置の
有 無

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

軌道停留場の
名 称

路 線 名 所在都道府
県市町村

一日当たり
の利用者数

有人駅 、
無人駅の
別



〇

　　　　　　　 

第４号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（軌道停留場）

（令和5年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が３万人以上の軌道停留場を設置又は管理し
　　　ている。

（２）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が3000人以上３万人未満の軌道停留場を設置
　　　又は管理していて、かつ以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
　　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。

　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。



（第４号様式）

注１．複数の路線が乗り入れる停留場は１停留場として計上し、路線名の欄に当該複数の路線名を記入すること。

　13．障害者対応型便所の設置の有無の欄には、当該停留場に便所が設置されていない場合は―印を、便所が設置されてお
　　り、かつ、障害者対応型便所が設置されていない場合は×印を、障害者対応型便所が設置されている場合は○印を記入
　　し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　２．有人停留場、無人停留場の別の欄には、当該停留場が無人停留場である場合に○印を記入し、（合計）には、○印の
　　合計数を記入すること。

　３．公共交通移動等円滑化基準省令適合の有無の欄には、当該停留場が公共交通移動等円滑化基準省令の全ての基準に適
　　合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　４．段差への対応の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第４条及び第22条にて準用する第18条の２の基準に適合して
　　いる場合に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　５．乗降場の数の欄には、当該停留場に設置されている乗降場の総数を記入し、（合計）には、その合計数を記入するこ
　　と。

　６．段差が解消されている乗降場の数の欄には、停留場の出入口とそれぞれの乗降場との間の経路の段差が解消されてい
　　る乗降場の数を記入し、（合計）には、その合計数を記入すること。

　７．エレベーターの設置基数の欄には、当該停留場に設置されたエレベーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、公共
　　交通移動等円滑化基準省令第４条第７項の基準に適合するエレベーターの設置基数を記入し、（合計）には、それぞれ
　　の合計数を記入すること。

　８．エスカレーターの設置基数の欄には、当該停留場に設置されたエスカレーターの総数を記入し、同欄の括弧内には、
　　公共交通移動等円滑化基準省令第４条第９項の基準に適合するエスカレーターの設置基数を記入し、（合計）には、そ
　　れぞれの合計数を記入すること。

　９．その他の昇降機の設置基数の欄には、エレベーター及びエスカレーター以外の昇降機の設置基数を記入し、（合計）
　　には、その合計数を記入すること。

　10．傾斜路の設置箇所数の欄には、当該停留場に設置された傾斜路の総数を記入し、同欄の括弧内には、公共交通移動等
　　円滑化基準省令第４条第６項及び第６条の基準に適合する傾斜路の数を記入し、（合計）には、それぞれの合計数を記
　　入すること。

　11．視覚障害者誘導用ブロックの設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第９条の基準に適合している場合
　　に○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　12．案内設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第10条から第12条までの基準に適合している場合に
　　○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

  20．「大企業者」とは、中小企業者以外の民間事業者を指す。

　14．障害者対応型改札口の設置の有無の欄には、当該停留場に改札口が設置されていない場合は―印を、改札口が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型改札口が設置されていない場合は×印を、障害者対応型改札口が設置されている場合は
　　○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　15．障害者対応型券売機の設置の有無の欄には、当該停留場に券売機が設置されていない場合は―印を、券売機が設置さ
　　れており、かつ、障害者対応型券売機が設置されていない場合は×印を、障害者対応型券売機が設置されている場合は
　　○印を記入し、（合計）には、○印の合計数を記入すること。

　16. 車椅子使用者の円滑な乗降が可能な乗降場の数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第22条において準用する公
　　共交通移動等円滑化基準省令第20条第１項第１号から第３号までの基準に適合している乗降場の数を記入し、（合計）
　　には、その合計数を記入すること。

　17．転落防止のための設備の設置の有無の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第22条において準用する公共交通移動
　　等円滑化基準省令第20条第１項第６号から第８号までの基準に適合している場合に○印を記入し、（合計）には、○印
　　の合計数を記入すること。

　18．Ⅲについては、該当する場合には右の欄に○印を記入すること。　

  19．「中小企業者」とは、資本金の額が３億円以下又は従業員数が300人以下である民間事業者を指す。



― ― ―

― ― ―

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策 前年度の実施状況

― ― ―

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

対象となる軌道
車両

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

第５号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（軌道車両）

（令和５年度）

　　 住　　所　大阪市中央区大手前1丁目7番31号　
　　　　　　　 

　　①　軌道車両を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

　 　事業者名　京阪電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役社長　平川　良浩　　　　

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

― ― ―

　　②　軌道車両を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で定める
　　　基準を遵守するために必要な措置

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

― ― ―

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）



　（３）報告書の公表方法

　（４）その他

特になし

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての軌道車両の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

― ― ―

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

沿線自治体等が開催するバリアフリー関連の会議に出席し、必要な事項について社内で情報共有を
図った。

弊社ホームページに掲載



（令和5年度）

Ⅱ．軌道車両の移動等円滑化の達成状況

（令和6年3月31日現在）

軌道の種類

普通軌道（その他） 23

62
編成
（両）

0

0
編成
（両）

0 編成 0 編成 0 編成 0 編成 0 編成

（合計）
23

62
編成
（両）

0

0
編成
（両）

0 編成 0 編成 0 編成 0 編成 0 編成

案内装置のある
編成数

車両間転落防止
設備のある編成

数

事業の用に供し
ている編成数

（両）

公共交通移動等円
滑化基準省令に
適合した編成数

（両）

車椅子スペース
の数が公共交通
移動等円滑化基
準省令の規定を
満たしている編成

数

便所のある編成
数

便所のある編成
の

うち車いす対応型
便所のある編成

数



〇

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が1000万人以上である。

（２）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が100万人以上1000万人未満であり、か
　　　つ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
  　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　し50％以上出資している中小企業者である。



（第５号様式）

　７．「中小企業者」とは、資本金の額が３億円以下又は従業員数が300人以下である民間事業者を指す。

　８．「大企業者」とは、中小企業者以外の民間事業者を指す。

注１．軌道の種類の欄には、普通（特急等車両）、普通（その他）、懸垂式、跨座式、案内軌条式、無軌条電車又は浮上式
　　の別を記入すること。

　３．公共交通移動等円滑化基準省令に適合した編成数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令の全ての基準に適合して
　　いる編成の数を記入すること。

　４．車椅子スペースの数が公共交通移動等円滑化基準省令の規定を満たしている編成数の欄、便所のある編成のうち車椅
　　子対応型便所のある編成数の欄及び案内設備のある編成数の欄には、それぞれ公共交通移動等円滑化基準省令第34条及
　　び第35条において準用する公共交通移動等円滑化基準省令第32条第１項、第５項及び第７項の基準に適合している編成
　　の数を記入すること。

　５．車両間転落防止設備のある編成数の欄には、公共交通移動等円滑化基準省令第34条及び第35条において準用する公共
　　交通移動等円滑化基準省令第33条第１項の基準に適合している編成の数を記入すること。

　６．Ⅲについては、該当する場合には右の欄に○印を記入すること。

　２．「特急等車両」とは、軌道法施行規則第21条第2項で第2号に規定する料金を適用する車両として運用さ
　　れる比率が多い車両とする。


